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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

本論文は日本と韓国の学長選考制度に焦点をあて、その歴史的変遷を B.Clark の調整の三角形モ

デルを手掛かりに整理していくことにより、特に法人化に至るまでの両国の大学ガバナンスを主導

してきた動因を明らかにし、今後の改革の方向をさぐるものである。 
大学に対する外部機関の権限関係である「管理」「運営」や政府の関与に焦点が当てられていた

大学ガバナンス研究に対し、本研究では高等教育システムの構成要素である仕事（work)、信念

（belief）、権威（authority）だけでなく、大学内部・外部の統合（integration）と変化（change）
の過程に視座を置き、その分析にあたっては学長選考の類型化と①制度②法規③権力構造の三つの

観点による接近を試みている点に特徴がある。 
同じルーツをもつものの、戦後は教授会主導の学長選考制度が比較的長期間の慣行として維持さ

れた日本の国立大学に比べ、韓国では政治的決定に左右される様相が繰り返された。両国において

法人化の背景も異なる。特にソウル大学の法人化は、国立大学の複雑な財政会計構造、学長直選制

の余波により大学が政治の場に変わっていくことについての懸念が要因となっていることを明らか

にした。また学長選考過程を「推薦プロセス」と「選出プロセス」に分け、各段階をさらに二つず

つに分類して得られた４つの型を分析視座として考案し、法人化前後の学長選考制度の変化の様相

を可視化することに成功した。 
本研究が提示した上記の成果は、日本と韓国における国立大学の学長選考制度に焦点化したもの

であるが、これまでの大学ガバナンスに関わる一連の研究に対して有益な知見を提供するものであ

る。よって、本論文は博士（教育学）の学位に値するものと認める。 
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